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図-6. 地すべり縦断面図 

 

 
写真-1. 斜面中腹で確認されたすべり面粘土 (位置は図-5 参照) 
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4 おわりに 

 
以上の調査成果から次の項目のとおり、オフイチャシ跡の地質学的な地形条件について

のまとめとする。 
① オフイチャシ跡は、地すべり地形(幼年期～青年期)の滑落崖下の陥没地形部に位置して

いる。さらに、陥没によってできた線状凹地を壕としてチャシ跡の構築に利用している。 
② 壕は地すべり発生後、旧堆積層を切って構築している。また、チャシ跡が使用されなく

なってから壕内に土層が堆積している。 
③ その中にテフラが層状に堆積し、1739 年の Ta-a(樽前火山灰)であることが明らかにさ

れている。 
④ 壕内の堆積層には乱れがないことから、チャシ跡が構築されてから現在までは、顕著な

地すべり活動はなかったと判断される。変動地形でありながら、わりと安定を保ってい

たと考えられる。 
⑤ 本チャシ跡は自然にできた地形をうまく利用し、展望を確保できる高さをもち、要害的

な要素を持っている。 
⑥ 本チャシ跡の構築には、平坦地が散在する箇所として、地すべり地形、それも頭部の凹

地(陥没部)が壕構築に選択されていた。  
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